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早

避
難
し
ま
し
ょう

め
に備え

に
害
災

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
の
襲
来
等
に
よ
り
、

土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
な
ど
災
害
が
発
生

し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
災
害
は
い
つ

発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら

災
害
に
対
し
て
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
大
切
な
こ
と

は
、
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
気

象
情
報
に
普
段
か
ら
注
意
す
る
習
慣
を
つ
け
、

危
険
を
感
じ
た
り
避
難
指
示
等
が
あ
っ
た
と

き
の
た
め
に
、
貴
重
品
や
非
常
持
出
品
を

持
っ
て
安
全
な
場
所
へ
避
難
で
き
る
よ
う
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
難
す
る
と
き
は
単
独
行
動
を
な

る
べ
く
避
け
、
隣
近
所
の
人
と
協
力
し
な
が

ら
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

◆ 

集
中
豪
雨
と
は

　

短
時
間
の
う
ち
に
狭
い
地
域
に
集
中
し
て

降
る
雨
の
こ
と
で
、
梅
雨
の
終
わ
り
に
よ
く

起
こ
り
ま
す
。
狭
い
地
域
で
突
発
的
に
降
る

た
め
予
測
は
困
難
で

す
。
気
象
情
報
（
雨

量
）
な
ど
に
注
意
し

て
自
主
的
な
避
難
を

心
が
け
、
市
役
所
か

ら
の
避
難
勧
告
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

　

◆ 

土
砂
災
害
と
は

　

雨
が
１
時
間
に
20
ミ
リ
以
上
降
っ
た
り
、

降
り
始
め
の
雨
量
が
１
０
０
ミ
リ
を
超
え
た

と
き
は
危
険
信
号
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家

の
周
辺
の
山
や
が
け

に
危
険
な
前
兆
現
象

が
な
い
か
確
認
し
、

災
害
発
生
の
お
そ
れ

を
感
じ
た
ら
、
早
め

に
安
全
な
場
所
へ
移

動
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
土
砂
災
害
は

雨
が
降
り
止
ん
だ
後

で
も
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
前
ぶ
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❖
が
け
崩
れ
の
前
兆

　

・
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る
。

　

・
が
け
に
亀
裂
が
入
る
。

　

・
小
石
が
落
ち
て
く
る
。

　

・
が
け
か
ら
音
が
す
る
。

❖
土
石
流
の
前
兆

　

・
山
鳴
り
が
す
る
。

　

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水
位

　
　

が
下
が
る
。

　

・
川
が
濁
っ
た
り
、
流
木
が
流
れ
る
。

❖
地
す
べ
り
の
前
兆

　

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

　

・
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る
。

　

・
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す
。

　

・
建
物
や
電
柱
、
樹
木
が
傾
く
。

　

◆ 

避
難
は
早
め
に

　

避
難
情
報
等
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
と
き

は
、
火
元
を
確
認
し
、
事
前
に
準
備
し
た
非

常
持
出
品
や
貴
重
品
を
持
っ
て
、
な
る
べ
く

近
所
で
声
を
か
け
合
い
早
め
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

　

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
疾
病
者
な
ど
は
、
避

難
情
報
が
出
て
か
ら
で
は
避
難
行
動
が
間
に

合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
し
て
は
避
難
情
報
が

伝
わ
り
に
く
い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で
、
が
け
崩
れ
の
お

そ
れ
が
あ
る
場
所
や
避
難
場
所
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
実
際
に
自
分
の
目
で
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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え
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
連

帯
意
識
を
持
ち
、
自
主
的
な
防
災
活
動
を
行

う
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
地
域
ご
と
に

自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
積
極
的
に
進
め
、

日
ご
ろ
か
ら
訓
練
な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
交
通
消
防
防
災
係　

☎
㉓
１
３
１
１

使命感に燃える新入消防団員

　橋口愛　　　（団本部）	
　白坂葉子　　（団本部）
　相川倫子　　（団本部）
　出木場仁晶　（第 1分団上町）
　築地翔吾　　（第 2分団諏訪）
　奥村保宏　　（第 2分団諏訪）
　廻英一郎　　（第 2分団元町）
　吉岡秀樹　　（第 3分団青木）
　下牛尾翔馬　（第 4分団牛尾）
　島廻京平　　（第 4分団郡山）
　清藤圭介　　（第 4分団郡山）
　佐々木栄治　（第５分団尾ノ上）
　髙野秀幸　　（第５分団石井）　	
　祝迫鉄也　　（第6分団小木原）

　４月 26日、今年度入団した
消防団員の初任者研修が行われ
ました。
　市民の生命を守る使命感に燃
える新入団員は次の方々です。
（敬称略）

　鶴田正一　　（第 6分団小木原）
　簗瀨尚人　　（第 6分団平出水）
　前原哲郎　　（第 7分団麓）
　紫尾享平　　（第８分団崎山）
　有村大樹　　（第８分団崎山）
　沖田歩　　　（第 8分団崎山）
　柿ノ迫修之　（第 9分団中央）
　工聖也　　　（第 11分団）
　原口真悟　　（第 14分団）

　　　　　　　高齢者等で避難に時間を要する人に避難
　　　　　　　を始めてもらうときに発表する情報

避難
準備情報

　ガスなどの火元を消し、非常持出品を準備する
など避難の準備を整え、支援が必要な高齢者や
乳幼児、体の不自由な人などの避難を開始
してください。

避難情報の種類

　　　　　　　災害発生の危険が非常に高く、すぐに避難し
　　　　　　　てもらうときに発表する情報

避難指示

　一刻も早い避難が必要です。関係機関の指示に従って、避
難を開始してください。避難所への避難が
困難な場合は、とりあえず丈夫な
建物の２階以上（斜面と反対側）に
避難するなど、生命の危険をさける
行動をしてください。

　　　　　　　災害発生のおそれがあり、皆さんに避難を始
　　　　　　　めてもらうときに発表する情報

避難勧告

　準備した非常持出品を持ち、指定された避難所や安全な場
所へ速やかに避難を開始してください。避難の際はがけ崩れ
や浸水箇所に注意してください。

異
常
を
感
じ
た
と
き
は
、
隣
近
所
で
声
を
か

け
合
い
協
力
し
な
が
ら「
災
害
時
要
援
護
者
」

を
避
難
所
へ
誘
導
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
規
模
な
災
害
の
場
合
に
は
、
防
災
関
係

機
関
に
よ
る
活
動
が
困
難
に
な
る
場
合
も
考

　

地
域
で
の
防
災
活
動
に

　
　
　
　
　
　
　

参
加
し
ま
し
ょ
う

　

伊
佐
市
避
難
施
設
一
覧
表
は
次
号
、

広
報
い
さ
お
知
ら
せ
版
６
月
15
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

自
治
会
指
定
避
難
所
に
避
難
し
た

場
合
は
、
自
治
会
長
か
ら
市
に
報
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

□　非常食（缶詰、パンなど）
□　飲料水
□　携帯ラジオ
□　懐中電灯（予備電池）
□　缶切り・ナイフ
□　ライター・マッチ
□　ティッシュ
□　ビニール袋
□　医薬品
□　現金など

※
持
ち
出
す
物
は
普
段
か
ら
準
備
し
ま
し
ょ
う
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平成２６年度 合格実績 
 
 
 

【国公立大学】延べ１９名 

鹿児島大学/宮崎大学/山口大学/高知大学/前橋工科大学/都留文科大学/鳥取環
境大学/下関市立大学/高知工科大学/北九州市立大学/福岡女子大学/福岡県立
大学/長崎県立大学/熊本県立大学/名桜大学 ほか 

【私立大学】 延べ３７名 

専修大学/駒澤大学/帝京大学/福岡大学/第一薬科大学/久留米大学/崇城大学/

日本文理大学/鹿児島国際大学/志學館大学/鹿児島純心女子大学 ほか 

 

【専門学校】 ３５名 

伊佐市医師会立准看護学校/ 

鹿児島医療技術専門学校 ほか 

 

【就職】 １３名 

伊佐市役所/陸上自衛隊自衛官候補生/ 

ジャパンファーム/大口電子株式会社 ほか 

「全方位の進路指導」で，一人ひとりが主役になることができます 
「全方位の進路指導」とは  

本校は小規模の普通科高校ですが，その分生徒
一人ひとりに目が届くので，全ての生徒に細やか
な指導（「マナトレ」を使った中学校までの学び
直し，大学合格のための応用力養成，就職などに
向けた作文・面接指導など）ができます。また本
校では，北九州予備校と連携し，県内の公立高校
初めての予備校による特別講義を実施しており
ます。それぞれの希望する進路にあった手厚い指
導，それが「全方位の進路指導」です。 

 
春の農林館まつり                  生活情報科（生活コース） 

 
農林技術科（資格取得：小型車両系建設機械特別教育）  生活情報科（情報コース） 

 

春の農林館まつり                  生活情報科（生活コース） 

 

農林技術科（資格取得：小型車両系建設機械特別教育）  生活情報科（情報コース） 

学　科　普通科　

■平成 26 年度合格実績（進学・就職）
鹿児島大学　宮崎大学　山口大学　高知大学　
前橋工科大学　都留文科大学　鳥取環境大学　
下関市立大学　高知工科大学　北九州市立大学
福岡女子大学　福岡県立大学　長崎県立大学　
熊本県立大学　名桜大学　専修大学　駒澤大学
帝京大学　福岡大学　第一薬科大学　久留米大
学　崇城大学　日本文理大学　鹿児島国際大学
志學館大学　鹿児島純心女子大学　伊佐市医師
会立准看護学校　鹿児島医療技術専門学校
伊佐市役所　陸上自衛隊自衛官
候補生　ジャパンファーム　
大口電子株式会社　ほか

■過去３年間の合格実績（進学・就職）
鹿児島大学　日本文理大学　鹿児島女子短期大
学　第一幼児教育短期大学　県立農業大学校　
県立吹上高等技術専門校　県立姶良高等技術専
門校　県立鹿屋高等技術専門校　鹿児島工学院
専門学校　鹿児島情報ビジネス専門学校　鹿児
島県美容専門学校　今村学園ライセンスアカデ
ミー　国家公務員（Ⅲ種）　日本郵便九州支社
鹿児島県職員　自衛隊　北さつま農業協同組合
伊佐森林組合　大口酒造　住友金属鉱山菱刈鉱
山　日本フードパッカー鹿児島工場　サンコー
テック　管公アパレル大口工場　鹿児島空港産
業　イケダパン　九州警備保障　山崎製パン　
はとバス　空港協力事業　ほか

生活情報科３年

内村　智也

（菱刈中学校出身）

私は、商業と家庭の各種

資格取得に向けて、充実し

た高校生活を送っています。

文化祭や修学旅行などさまざま

な行事があり、生徒一人ひとりが存分に個性を

発揮できる学校だと思います。101 周年を迎え

る歴史あるわが校で、一緒に学びましょう。

問　大口高等学校　☎ 0995-22-1441
　　伊佐市大口里 2670
　　http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Okuchi/

問　伊佐農林高等学校　☎ 0995-22-1445
　　伊佐市大口原田 574
　　http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Isa/

２年生　大山　凌加

（旧大口中学校出身）

【個別指導で目標に着々】

現在英検準一級合格を目標

に個別指導していただき、

目標へと近づいていると感じます。

また、国語・数学・英語は習熟度別の授業で、

先生方の指導はとても分かり易いです。部活動

も楽しく、充実した毎日を過ごしています。
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在校生ＶＯＩＣＥ在校生ＶＯＩＣＥ

「全方位の進路指導」
で一人ひとりが主役になる

本校は小規模の普通科高校ですが、その分生徒
一人ひとりに目が届くので、全ての生徒に細や
かな指導（中学校までの学び直し、大学合格の
ための応用力養成、就職などに向けた作文・面
接指導、伊佐市の支援による県内初めての予備
校による特別講義など）をして一人ひとりの進
路実現を図ります。それぞれの希望する進路に
あった手厚い指導、それが「全方位の進路指導」
です。
◎一日体験入学
　日時：７月 28日（火）
　　　　８時 50分～ 11時 30分
　対象：中学３年生とその保護者

学校から
ＰＲ

学　科　農林技術科・生活情報科

農林技術科：小型車両系建設機械特別教育・チ
　　　　　　ェンソー特別教育・車両系建設機
　　　　　　械技能者・危険物取扱者など
生活情報科：家庭科技術検定・簿記実務検定・
　　　　　　情報処理検定など　
そ の 他：ビジネス文書実務検定・漢字検定・
　　　　　　英語検定など
◎「地域応援団」を中心にボランティア活動
◎７年連続でカヌー部が全国大会に出場
◎一日体験入学
　日時：８月５日（水）９時～ 12時 30分
　対象：中学１～３年生とその保護者

学校から
ＰＲ

専門教育を生かした特色ある学
習活動で資格を取得

伊佐農林高等学校 大口高等学校

平成 26年度
国公立大学

18名合格



 

 

 

楽しみながら英語に触れて自然
に身につく
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春の農林館まつり                  生活情報科（生活コース） 

 
農林技術科（資格取得：小型車両系建設機械特別教育）  生活情報科（情報コース） 

 

春の農林館まつり                  生活情報科（生活コース） 

 

農林技術科（資格取得：小型車両系建設機械特別教育）  生活情報科（情報コース） 

問　大口明光学園高等学校
　　☎ 0995-22-0609　伊佐市大口里 1830
　　http://www.okuchimeiko.ac.jp/

■平成 26 年度合格実績（進学）
長崎大学　宮崎大学　鹿児島大学　琉球大学
宮崎公立大学　上智大学　法政大学　名古屋
外国語大学　神戸学院大学　福山大学　福岡
大学　九州女子大学　西南女学院大学　崇城
大学　鹿児島国際大学
志学館大学　ほか

１年生　 有満　優里

（旧山野中学校出身）

素晴らしい先生方に恵

まれ、整った環境の中で、

忙しくも楽しい学校生活を

送っています。また、仲間たち

からも、よい刺激を受けて充実した毎日です。

何事にも一所懸命に取り組む雰囲気があり、

特に英語に力を入れているため、自分も頑張

ろうという気持ちで努力できます。これから

も勉強や学校行事などに、積極的に笑顔で精

一杯頑張っていきたいと思います。

本校の英語教育の最大の特徴は「英語に触れる
量」です。毎週火曜日は「English	day」とし
て英語を使って会話を楽しむ日となっています。
また、校内英単語検定や校内英語暗唱大会、掃
除の時間の音楽など、英語に関する校内での取
り組みがたくさんあります。日頃から楽しみな
がら英語に触れていくことで、自然と英語の力
を身につけていきます。
◎平成 26 年度卒業生の英検取得率
　２級 52%、準２級 33%、
　３級 10%、その他 5%
◎一日体験入学
　日時：7月 4日（土）
　　　　9時～ 12時 30分
　対象：小学 5・6年生、中学 3年生
　　　　女子およびその保護者
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学　科　普通科（進学・難関大コース）

　大口高等学校・伊佐農林高等学校は、学区内に限らず県内外から
の受験が可能となっており、遠方からスポーツや学業のため両校に
進学したいと考えている生徒もいます。
　しかし、「伊佐市内に下宿先がない」といった理由から両校への進
学を断念したといった声も聞かれます。市では、1人でも多くの生
徒が市内の高校に進学し学校が活性化されるよう、「下宿したい」と
希望する生徒・保護者に情報提供をしたいと考えています。地元高
校の活性化のために高校生の下宿受入れを希望する人
はご連絡ください。（大口明光学園には生徒寮あり。）
　なお、市には、下宿生徒のために住宅を改修した場
合、その費用の一部を助成する制度があります。
連絡・問い合わせ先　企画政策課政策第１係　☎㉓１３１１

高校生の下宿を受け入れてみませんか高校生の下宿を受け入れてみませんか

大口明光学園高等学校カトリック女子校

　伊佐市には県立大口高等学校・伊佐農林高等学校、私立の大口明光学園
高等学校があり、それぞれの特色を生かした教育で多くの優秀な人材を世
の中に輩出してきました。
　「地元の高校」に関心をもって応援していきましょう！

「一緒に学ぼう！」 
ふるさとの高校で




